
令和7年　労 働 災 害 発 生 状 況 （令和7年11月末現在） (休業4日以上の死傷者数）

業種別 日立労働基準監督署

死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業

1 4 -3

1 2 -1

8 6 2

5 6 -1

1 13 14 1 -1

10 10

1 38 42 1 -4

1 5 3 1 2

5 4 1

3 3

5 11 -6

1 18 18 1 0

9 15 -6

3 1 2

9 11 -2

15 12 3

40 1 47 -1 -7 年齢別

2 132 1 146 1 -14

月別　　　 2

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 13

(1) (1) 15

13 19 10 11 14 12 13 21 8 9 2 (1) 21

40

(1) 41

規模別 事故の型別

1 1 1
1 1 1

2 2 4 1 4 1 2 8
1 3 1 1 1 1 2 5

1 3 4 5 (1) 2 5 2 1 3 (1) 13

2 1 3 4 1 2 1 3 1 2 10
4 10 10 14 (1) 4 9 4 9 2 10 (1) 38
1 4 1 1 (1) 2 1 (1) 5

2 2 1 2 3 5

2 1 1 2 3
1 3 1 3 1 1 5
6 10 2 6 3 4 (1) 2 2 1 (1) 18
2 6 1 5 2 2 9
2 1 3 3
1 1 3 4 3 2 1 2 1 9
2 9 3 1 1 8 1 1 4 15
3 19 8 10 10 17 3 3 3 3 1 40

20 56 25 31 (1) 26 42 16 (1) 14 4 3 8 19 (2) 132

※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数である。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。

※ 新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除く
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50～59歳 30.3%

20～29歳 9.8%

30～39歳 11.4%

132 40～49歳 15.9%
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 業種

7年 6年 同期比
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輸送用機械
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令和８年１月１日以降着工の工事から、工作物の解体等

の作業を行うときは、資格者による石綿等の使用の有無

を調査（事前調査）する必要があります！

石綿に関する情報は、

石綿総合情報ポータルサイト

をご確認ください。

工作物石綿事前調査者の

資格はお持ちですか？

死亡災害が昨年より

増加しています

高年齢者の労働災害が

増加傾向です


